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ABSTRACT 
  

乳幼児期における数に関する経験は、好奇心、想像力、柔軟性、発明、粘り強さなどの性

質を開発するのに役立つとされている。特に、数概念の構成要素の 1 つであるカウント（”

Counting” 又は “one-to-one counting”）は、小学校入学前の経験で多くの子どもが持っ

ているとされている。しかしながら、これまで日本で行われてきた数概念に関する実践研究

において、ほとんどが 3 歳児以上を対象としており、0～2 歳児を対象としている研究は少な

い。そこで、本研究では 2 歳児を対象としてカウントに関する実践を行い、対象児に見られ

た数概念の変化を報告することを目的とする。 
乳幼児期の概念形成を測る CRAYON BOOK の数概念の項目を参考に、2 歳児を対象とし

て CRAYON BOOK の数概念の観点を取り入れたカウントに関する教育実践を行った。加え

て、数概念に関しては、指導を行うときには何らかの働きかけによる認識が必要とされてい

ることから、保育士の働きかけや日常的な環境構成なども含めてカウントを促す事を意識し

た教育実践を行った。 
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Ⅰ．背景と目的 
  

1. 乳幼児教育の注目と日本の動きについて 
現在、乳幼児教育に関する世界的な研究が行われ、従来注目されていた知能指数

（Intelligence Quotient: IQ）と共に、非認知スキル（Noncognitive skills）が注目されてい

る 1)2)。1962年から1967年にかけてアメリカで行われたThe Perry Pre-school Projectでは、

乳幼児教育への参加は将来の所得向上や生活保護受給率の低下につながり、非認知能力を高

めることで長期的効果を持つ可能性が高いことが明らかになっている 3)。加えて幼少期にお

ける教育への投資は、経済効果が高いという報告がなされている 4)。 
それに伴い、日本においても日本の保育の特色や日本の文化を踏まえた乳幼児教育の指針

である幼稚園教育要領 5)や保育所保育指針 6)、幼保連携型認定子ども園教育・保育要領 7)が策

定・告示されることとなった。平成 30 年 4 月 1 日の保育所保育指針改定の基本的な 5 点の

方向性の 1 つとして、乳児・1 歳以上 3 歳未満児の保育に関する記載の充実が盛り込まれた。

その中で、第 1 章総則において、4．幼児教育を行う施設として共有すべき事項（2）幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿、ク. 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚に、「遊び

や生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や文字の役割に

気付いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、感覚をもつようになる。」

とされた。また、第 2 章 2、1 歳以上 3 歳未満児の保育に関わるねらい及び内容（2）ねらい

及び内容のウ環境（1）内容③に、「身の周りの物に触れる中で、形、色、大きさ、量などの

物の性質や仕組みに気付く」という項目が設定され、（ウ）内容の取扱い①に、「玩具などは、

音質、形、色、大きさなど子どもの発達状態に応じて適切なものを選び、遊びを通して感覚

の発達が促されるように工夫すること」という項目が設定されるなど、数に関する内容が多

く組み込まれることとなった。 
 
2. 乳幼児教育における数の概念形成とカウント（数える行為）について 

乳幼児期における数に関する経験は、好奇心、想像力、柔軟性、発明、粘り強さなどの性

質を開発するのに役立つとされている 8)。初期の数学能力の評価ツールとして Child Math 
Assessment9)や The Test of Early Mathematics Ability10)、Tools for early assessment in 
mathematics 11)があげられる。しかしながら、数概念に関しては、感覚的にものを見ただけ

では概念の形成にはつながらず、指導を行うときには何らかの働きかけによる認識が必要と

されており 12)、保育士の働きかけや日常的な環境構成なども含めて数概念の発達を検討する

必要がある。 
数える（”Counting” 又は “one-to-one counting”）という行動は小学校入学前の経験で多

くの子どもが持っているとされている 13)14)。小学生段階にあがると、数の指導の際には、こ

の唱えるという活動経験を基に個数に対応させて唱えるという行動や集合の要素の個数を数

として子どもに認識させる学習が行われる 14)。そのため、数えるという経験は数字の概念を

捉えるうえで、初期段階において学ぶ必要があると考えられる。 
これまで日本で行われてきた数概念に関する研究において、ほとんどが 3 歳児以上を対象

としており、0～2 歳児を対象としている研究は少ない。また、数概念を構成するためのカウ

ントに関する実践研究は特に少ない。そこで、本実践研究では、2 歳児を対象としてカウン

トに関する実践を行い、対象児に見られた数概念の変化を報告することを目的とする。 
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本実践研究において、乳幼児に見られる「ものと数を対応させ連続的に認識する行為」を、

「カウント」と表記する。また、保護者とは、乳幼児に対して親権を行う者（親権を行う者

のないときは、未成年後見人）をいう（児童福祉法第 6 条及び学校教育法第 22 条第 1 項）。

保育士とは、専門的知識及び技術をもって、児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関

する指導を行うことを業とする者とする（児童福祉法第 18 条）。 
 

Ⅱ．方法 
 

本研究においては、保護者の同意を得た園児につき、保育士が CRAYON BOOK の評価尺

度を記入する。 
 
1. 場所 

山口県内の保育園 2 園に在籍する幼児 7 名を研究対象とした。 
 

2. 対象幼児の実態 
 対象となった幼児の年齢、性別及び日常的な様子を表 1 に示す。年齢は全て 2 歳であり、

男女比は男子 6 名、女子 1 名であった。数概念に関する実態は、保育士が記録した実践記録

簿を基に一部抜粋して記載している。 
表 1 対象となった乳幼児の実態 

 論文中表記 年齢・性別 数概念と関する実態 
1 A 2 歳・男  物と数を対応させて数えることが難しい 
2 B 2 歳・男  物と数の対応に興味を示していない 
3 C 2 歳・女  物と数を対応させて 4 まで数えることが出来る 
4 D 2 歳・男  物に対応する数として 2 まで数えることが出来る 
5 E 2 歳・男  物と数の対応に興味を示していない 
6 F 2 歳・男  物と数を対応させて数えることが難しい 
7 G 2 歳・男  物と数の対応に興味を示していない 

 
3. 実践内容 
1) 期間 

実践内容は、2020 年 9 月 1 日から 2021 年 3 月 31 日の間に実施した。 
2) 数概念に関する日常的な環境設定 
 乳幼児期においては、環境から概念を形成する 12)。そのため、数の概念に日常的に触れる

ことができるよう、壁面に数字を貼る（参考：写真 1）、月と日、曜日を示したカレンダーの

設置（参考：写真 2）、カウントにまつわる手作りおもちゃの設置（参考：写真 3、写真 4、
写真 5、写真 6）を行った。 
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写真 1 壁面に貼られた数字 写真 2 カレンダーの設置 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 すごろく 写真 4 カウント、形、数の分割、四則演算の教具 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5 カウント、長さ、数、四則演算の分割の教具 写真 6 カウント、数、四則演算の分割の教具 

 

 

3) 乳幼児教育実践の内容 
 乳幼児教育の実践内容と Child Rearing Assist for Your Needs BOOK（以下、CRAYON 
BOOK）における数概念との対応を表 2 に示し、使用した図書の一覧を表 2 の下部に示す。 

CRAYON BOOK とは、乳幼児の概念形成と自己表現の程度を把握し、評価・改善するこ

とを目的に開発された構造化されたツールである 15)。詳細については、評価の部分で示す。

特に意識した項目が CRAYON BOOK（3～5 歳 Ver.）における「ものの集まりを見て、1 つ

ずつ数えられる（数概-1）」、「集まったものがいくつあるか数えられる（数概-2）」、「数字の

順序が理解できる（数概-7）」である。 
主に、9 月、12 月、1 月を中心として実践を行った。9 月には「筒に〇、△、□のシール

を貼ってみよう」、「魚を見つけたり、数に興味を持つ」、「粘土を丸めて、お団子を作る」、絵

本の読み聞かせ「おたのしみ じどうはんばいき」「はらぺこあおむし」」の 4 つの実践を行

った。12 月には、「リトミック遊び（グループを作る）」、「クリスマスツリーを作る」の 2 つ

の実践を行った。1 月には、「豆の種類やかたさ、柔らかさを知る」、「七草に触れる」、「お餅

やさんごっこ遊び」、「すごろく遊び」の 4 つの実践を行った。2 月には「スケッチブックシ

アター」、3 月には「パン屋さんごっこ遊び」の実践を行った。 
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表 2 実践タイトルと活動内容及び CRAYON BOOK との対応 
No. タイトル 活動内容 CRAYON BOOK の概念形成 

1 

筒に〇、△、□のシー

ルを貼ってみよう 
（9 月） 

① 「まる、さんかく、しかく」の絵本を見る 
② かたちや色についての言葉かけに対して感

じたことを答える 
③ 1～4 のカードを見せ、数字を読む 
④ 画用紙を貼った筒に、〇、△、□のシールを

貼る 

 ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 
 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数え

られる（数概-3） 
 数字を見てすぐに読むことができる（数概-9） 

2 
魚を見つけたり、数

に興味を持つ 
（9 月） 

① 「きんぎょがにげた」の絵本を見る 
② カードに何匹の金魚がいるかを当てる 
③ 保育者が「きんぎょがにげた」というと、隠

された金魚のカードを探す（10 匹ある） 
④ 壁に貼られた数字の下に金魚を貼る 

 集まったものがいくつあるか数えられる（数概-2） 
 ものの集まりの大小を比較することができる（数概

-6） 
 数字の順序が理解できる（数概-7） 
 数字を見てすぐに読むことができる（数概-9） 

3 
粘土を丸めて、お団

子を作る 
（9 月） 

① 「おつきみおばけ」の絵本を見る 
② 紙粘土をちぎり、保育者と一緒に丸める 
③ 丸めたお団子を数えてみる 

 ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 
 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 
 100 まで順番に数えることができる（数概-8） 

4 

絵本の読み聞かせ 
「おたのしみ じど

うはんばいき」 
「はらぺこ あおむ

し」 
（9 月） 

① 絵本「おたのしみじどうはんばいき」を読む 
② 「一の次は何かな？」などの保育者からの問

いかけに応える 
③ いちごは・・・「1」 

にんじゃは・・「2」など、絵本の絵から数字

をイメージする 
 
① 絵本「はらぺこあおむし」を読む(曲に合わせ

たり、数の部分をゆっくり読んだりする) 
② 保育者と一緒に物と数を対応させ数える 
③ 保育者と一緒に指で数を表現する 

 ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 
 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 
 数字の順序が理解できる（数概-7） 
 数字を見てすぐに読むことができる（数概-9） 

5 
リトミックあそび

（グループを作る） 
（12 月） 

① 音楽に合わせて自由に歩く 
② 保育者の指示に従い、グループを作る（例：

2 人組！3 人組など） 

 ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 
 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 
 ものの数を色々な方法で数えようとする（数表-3） 

6 
クリスマスツリーの

飾りを作る 
（12 月） 

① 「サンタさんはどこからくるの？」の絵本を

見る 
② ブーツに紐を通す 
③ 姫りんごを観察する 
④ 姫りんごの数を数える 

 ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 
 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 
 ものの集まりの大小を比較することができる（数概

-6） 

7 

豆の種類やかたさ、

柔らかさを知る 
（1 月） 
 

① 袋に入った豆（茹でる前のもの）を観察する

（見る、触る、押す、振る） 
② 豆の写真と実物を比べてみる 
③ 袋に入った豆（茹でたもの）を観察する(見る、

触る、押す、振る) 
④ ①と③を比べる 
⑤ ③と②を比べる 

 ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 
 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 
 ものの数を色々な方法で数えようとする（数表-3） 

8 
七草に触れる 
（1 月） 

① 七草の説明を聞く 
② 七草の写真と実物を比べる、一致させる 
③ 七草を観察する(触る、臭う) 
④ 何種類あるかを数えてみる 
⑤ 七草がゆを食べる 

 ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 
 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 
 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数え

られる（数概-3） 

9 
お餅やさんごっこ遊

び 
（1 月） 

① 絵本「おもちさんがね・・」を見る 
② 網の上で餅を焼く 
③ 焼いた餅を注文の数だけ皿にのせる 
④ 友達と一緒に餅を食べる 

 ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 
 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 
 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数え

られる（数概-3） 

10 

すごろく遊び 
（1 月） 

① サイコロを投げ、出た数を保育者と一緒に数

える 
② 出た数だけ、数字が書かれたマスを進む 
③ マスに書かれた数字を読む 
④ ①～③を繰り返して、ゴールへ進む 

 ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 
 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 
 数字の大小を比較することができる（数概-5） 
 数字の順序が理解できる（数概-7） 
 100 まで順番に数えることができる（数概-8） 
 数字を見てすぐに読むことができる（数概-9） 

11 
スケッチブックシア

ター（5 つのメロン

パン） 
（2 月） 

⑤ スケッチブックシアター「5 つのメロンパン」

を見る 
⑥ 出て来たメロンパンの数を数える 
⑦ メロンパンの数を指で表現したり、保育士に

伝えたりする 

 ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 
 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 
 数字の大小を比較することができる（数概-5） 
 数字の順序が理解できる（数概-7） 

12 

パン屋さんごっこ遊

び 
（3 月） 

⑧ 「ぱん だいすき」の絵本を見る 
⑨ お金とお買い物バックを持って、保育士に頼

まれた数のパンを買いにいく（パンの種類は

5 つ用意する） 
⑩ 「～を～個ください」と注文する 
⑪ 保育士と一緒に、数えたり、自分で数えたり

しながら、パンを買う 

 ものの集まりを見て、1 つずつ数えられる（数概-1） 
 集まったものがいくつあるかを答えられる（数概-2） 
 ものの数を色々な方法で数えようとする（数表-3） 
 違う形の集まりの中から、特定のかたちの数を数え

られる（数概-3） 
 数字の大小を比較することができる（数概-5） 
 数字の順序が理解できる（数概-7） 
 100 まで順番に数えることができる（数概-8） 

使用した図書一覧（著者.「タイトル（年度）」, 出版社の順で示す。） 
 久住 昌之. 「まる、さんかく、しかく（2014）」, 小学館. 
 五味 太郎. 「きんぎょがにげた（1982）」 , 福音館書店 
 せな けいこ「おつきみおばけ（2015）」 ，ポプラ社 
 宮知 和代「おたのしみ じどうはんばいき（2016）」, アリス館 
 作：エリック カール 訳：もり ひさし「はらぺこあおむし（1976）」 , 偕成社 
 絵：うえがき あつこ 文：きむら ゆういち「サンタさんはどこからくるの？（2011）」 , （株）ベネッセコーポレーション 
 とよた かずひこ「おもちさんがね・・（2019）」 , 童心社 
 文：征矢 清 絵：ふくしまあきえ「ぱん だいすき（2007）」 . 福音館書店 
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4. 評価方法 
1) 実践記録簿の記入 

実践を行うたびに実践記録簿の記入を行った。実践記録簿は、「実施したプログラム名」、

「目的」、「対象基本情報」、「実施期間」、「頻度」、「プログラム内容及び改善内容」、「実施者」、

「保育の感想」の項目に基づいて、記録された。 
 
2) CRAYON BOOK を使用した評価 
 CRAYON BOOK の評価尺度を用いて、園児 1 名につき 3 回（2020 年の 6 月、10 月及び

2021 年の 3 月）記入した。CRAYON BOOK とは、乳幼児の概念形成と自己表現の程度を把

握し、評価・改善することを目的に開発された構造化されたツールであり、乳幼児教育にお

ける食事、睡眠、遊びなどを評価する「環境と日常生活」、保育士の関わりを評価するための

「理解」、「納得」、子どもの「概念形成」、「自己表現」の 5 領域で構成されている 15)。 
CRAYON BOOK は 0 歳、1～2 歳、3～5 歳の評価シートが作成されている。対象児が 1

～2 歳であっても、1～2 歳の評価項目において高い点数であった場合には、3～5 歳の評価シ

ートに基づいて、より高い概念形成及び自己表現を評価することが可能である。 
CRAYON BOOK（1～2 歳 Ver.）の数概念に関する項目は 3 項目で構成されている（表 3）。

それぞれ 1 の「まったくしていない」から 5 の「頻繁にしている」で評価され、最小値は 3
点であり、最大値は 15 点である。CRAYON BOOK（3～5 歳 Ver.）の数概念に関する項目

は 13 項目で構成されている（表 4）。それぞれ 1 の「まったくしていない」から 5 の「頻繁

にしている」で評価され、最小値は 13 点であり、最大値は 65 点である。 
それぞれにおいてカウントと深い関わりを持つ項目が設定されており、乳幼児期の数概念を

数値化して測定することが可能であると考えられたため、CRAYON BOOK を副次的評価と

して扱うこととした。 
 

表 3 CRAYON BOOK (1～2 歳 Ver.) の数概念に関する項目  表 4 CRAYON BOOK (1～2 歳 Ver.)の数概念に関する項目 
数概 1 1 から 10 までの数字を読むことができる  数概 1 ものの集まりを見て、1つずつ数えられる 

数概 2 ものの大きさの違いが分かる  数概 2 集まったものがいくつあるかを答えられる 

数概 3 ものの長さの違いが分かる  数概 3 違う形の集まりの中から、特定の形の数を数えられる 

   数概 4 5 つ以下の集まりは数えなくても答えることができる 

   数概 5 数字の大小を比較することができる 

   数概 6 ものの集まりの大小を比較することができる 

   数概 7 数字の順序が理解できる 

   数概 8 100 まで順番に数えることができる 

   数概 9 数字を見てすぐに読むことができる 

   数概 10 ごく簡単な文章題を解くことができる 

   数概 11 ごく簡単な足し算を解くことができる 

   数概 12 ものの大きさの違いを比較することができる 

   数概 13 ものの長さの違いを比較することができる 

 
 
5. 倫理的配慮 

本実践研究の実施に当たり、対象となった 2 つの園に在籍する幼児の保護者を対象に、研

究内容（目的、方法、参加予定期間、参加対象者数、同意及び同意撤回について、個人情報

の取り扱い、情報公開の方法、連絡先等の内容）に関する説明を行った。十分な時間を与え

た上で、書面による同意が得られた保護者にのみ、CRAYON BOOK と実践記録簿の記入を

行った。 
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Ⅲ．結果 
 
1．実践記録簿に記載されている数概念の変化 
 実践記録簿に記載されているエピソードのうちのいくつかをエピソード形式にして示す。 
 
1) エピソード 1（実践 No. 2） 
「きんぎょがにげた」の絵本をみて、カードに何匹の金魚がいるかをあてるゲームを行う。

そのカードを保育室の中に隠し、保育士が「きんぎょがにげた！」と声をかけると、カード

を探しにいく姿が見られた。見つけたカードを壁に貼り、1～10 の数字の下に貼っていく。

「あといくつ足りないかな？」と声をかけると、C さんと F さんは、数を一から数え、足り

ない数を答えることが出来た（写真 7、8）。 
 

 

 

 

写真 7 金魚と数を対応させる様子 写真 8 カードを探す様子 
 
 
2) エピソード 2（実践 No. 7）  
黒豆、小豆をそれぞれ袋の中に入れ、「何個あるかな？」と問いかけると、A さん、B さん、

C さん、D さんは、豆を数える姿が見られた。数を数えることが出来るが全部で何個あるか

を伝えることは難しい様子であった（写真 9、10）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

写真 9 豆を数える様子① 写真 10 豆を数える様子② 
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3) エピソード 3（実践 No. 12） 
子ども達にパンの個数を頼むときに、5 までの数、5 以上の数、10 以上の数と数を増やし

ながら頼むように促す。C さんと D さんは求める個数のパンが並んでいないと、自分で数を

数え、「〇個足りない」と数概念における不足を理解している様子であった。 
E さんは、10 以上のものを指差し、「これ何個ある？」、「何個買ったらいい？」と尋ねる

など、数に興味をもって保育士と一緒に数を数えることを喜ぶ様子が見られた（写真 11、12、
13、14）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真 11 パンのステッカーを数える様子① 写真 12 パンのステッカーを数える様子② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真 13 パンのステッカーを数える様子③ 写真 14 パンのステッカーを数える様子④ 
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3．CRAYON BOOK における数概念の変化 
CRAYON BOOK は 0 歳、1～2 歳、3～5 歳の評価シートが作成されている。対象児が 1

～2 歳であっても、1～2 歳の評価項目において高い点数であった場合には、3～5 歳の評価シ

ートに基づいてより高い概念形成を評価することが可能である。本実践研究においては、日

常の教育実践との兼ね合い上、1～2 歳の評価シートにおいて比較的高い点数を得ることがで

きた幼児に対しては、3～5 歳の評価シートを使用して評価を行った。 
 CRAYON BOOK の数概念の点数の推移と数概念に関する行動の変化を表 5 に示す。今回、

3 回にわたって CRAYON BOOK の記入を行ったが、A に関してのみ 3～5 歳の評価シートを

取得することができた。A さんに関しては、65 点満点の CRAYON BOOK（3～5 歳用）に

おいて、2020 年 6 月時点では 15 点であったものが、10 月には 20 点、2021 年 3 月には 26
点と数概念に関する点数の推移が見られた。それに伴い、当初、物と数を対応させて数える

ことが難しかった A さんが、物と数を対応させるだけでなく、5 までの数を数える様子を見

せるようになった。加えて、ビー玉を均等に分けることが出来るようになるなど、カウント

を活用した割り算の概念を獲得している様子が伺えた。 
 他の子どもに関しても、全体的に点数は高くなっており、高次の数概念を獲得しているよ

うな様子が伺えた。特に、C さんに関しては、当初は物と数を対応させて 4 まで数えること

が出来る様子であったが、様々な数のビー玉を均等に分けるような様子や、10 の単位を理解

する様子が見られるようになるなど、カウントに関する行動の変化が多く見られた。 
 

表 5 CRAYON BOOK の数概念の点数の推移と数概念に関する行動の変化 
 1 回目 

(2020.6) 
2 回目 

(2020.10) 
3 回目 

(2021.3) 2020年9月時点の様子 2021 年 3 月時点の様子 

A 15 20 26 
 物と数を対応さ

せて数えること

が難しい 

 物と数を対応させて数えることが出来るようになった 
 落ち着いて数えると、5 までの数を数えることが出来るよ

うになった 
 6 個のビー玉を均等に分けることが出来るようになった 

B 3* 15* 13 
 物と数の対応に

興味を示してい

ない 

 大きい、小さいが「わかる」ことをジェスチャーで表すこ

とが出来るようになった 
 数と物の対応はまだ出来ないが、1.2.3 の数字を指で表す

ことが出来るようになった。 

C 9* 19 44 
 物と数を対応さ

せて 4 まで数え

ることが出来る 

 様々な数のビー玉を均等に分けるようになった 
 10 の単位の理解が出来るようになった 
 10 を基準にして、10 以下の数、10 以上の数の不足が分

かるようになった 

D 9* 26 34 
 物に対応する数

として 2 まで数

えることが出来

る 

 10 までの数が分かるようになった 
 10 以下の数を均等に分ける姿が見られるようになった 

E 3* 8* 22 
 物と数の対応に

興味を示してい

ない 

 5 までの数が分かるようになった 
 4 個のビー玉を均等に分けることが出来るようになった 
 数字への興味を強く持つようになった 

F 12* 21 29 

 物と数を対応さ

せて数えること

は難しい 

 数字への興味を持つようになり、2 までの数を分かるよう

になった 
 数字を読むことは出来るが、カウントは難しかった 
 カウントすることは出来ないが、ぱっと見て 5 つの数を手

で表すようになった 

G ― 14* 29 
 物と数の対応に

興味を示してい

ない 

 数字に興味を持つようになった 
 数の順序はまだわからないが、数えてみようとする姿が見

られた 
注意書き） 
 数字に*がついている地点では、3 項目の数概念で構成されている CRAYON BOOK（1～2 歳 Ver.）で評価を行った。より詳

細な項目が必要であると思われた幼児に関しては、13 項目の数概念で構成されている CRAYON BOOK（3～5 歳 Ver.）で評

価を行った。 
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Ⅳ．考察 
 

本実践研究では、2 歳児を対象として CRAYON BOOK の数概念の観点を取り入れたカウ

ントに関する教育実践を行った。加えて、数概念に関しては、指導を行うときには何らかの

働きかけによる認識が必要とされていることから 12)、保育士の働きかけや日常的な環境構成

なども含めてカウントを促す事を意識した教育実践を行った。 
 実践内容に関しては、紙粘土をちぎり、数えることで体感的に数を増やしていくことを意

識した「実践 No.3：粘土を丸めて、お団子を作る（9 月）」や、数字を使用して自己表現を

促す事を意識させる「実践 No.10：パン屋さんごっこ遊び（3 月）」の実践を行った。これら

の実践においては、特に CRAYON BOOK（3～5 歳 Ver.）における数概念の「ものの集まり

を見て、1 つずつ数えられる（数概-1）」、「集まったものがいくつあるか数えられる（数概-2）」、
「数字の順序が理解できる（数概-7）」を意識して行うことで、カウントに関する実践の充実

を目指した。また、今回行ったカウントの環境構成においては、壁面に数字を貼る、カレン

ダーを設置する、カウントに関連する教具を周囲に配置する等の環境設定を行った。 
これらの実践研究の結果、子どもたちに数々の行動変容が見られた。保育士が記録した実

践記録簿を基に一部抜粋すると、2020 年 3 月時点では物と数を対応させて数えることが難し

かったAさんに関しては、物と数を対応させて数えることが出来るようになっただけでなく、

割り算の素地となるビー玉を均等に分ける等の行動変化が見られるようになった。また、物

と数の対応に興味すら示していなかった E さん、G さんに関しても数字に興味を持つような

行動が見られ、カウントに挑戦する姿が見られるようになったり（G さん）、5 までの数を理

解するような様子が見られるようになる等の行動の変化があった（E さん）。他にも、日常生

活においても、数へ興味を持ち、何か物を見た時に指で数を表そうとする G さんの姿や、数

を数える競争をしたり、数えている数が間違っているとお互いに指摘し合う D さんや F さん

の姿が見られるようになったことから、数概念に関する素地を養うことが出来たのではない

かと考えられる。1 人の保育士の実践記録簿の中に「初めは、数は年齢的に分からないと思

っていたが、毎日保育者が意識的に活動や言葉かけをおこなえば、興味につながり、概念が

伸びていくことを実感しました。また、数概念だけでなく、同じスピードで言語概念も伸び

ていったと感じた。」と、数概念の伸びが特に言語概念と関連して伸びていくことを実感する

意見も得られた。 
限界として、実践に重きを置いた研究であったため、CRAYON BOOK の統計的なデータ

の処理は行ってはいない。今後、これらの実践に加え、CRAYON BOOK のデータを蓄積す

ることにより、より効果的なカウントのプログラムを検証することが出来るだろう。加えて、

数概念を構成する要素は、カウントの他に「数字の比較（Numeral Comparison）」や「もの

の集まりの比較（Set Comparison）」などの内容も挙げられる 13)。今後、カウントに限らな

い、より包括的かつ効果的な数概念のプログラムを開発するには、実践記録と共に尺度等を

使用した数値による効果測定を行う必要があるだろう。 
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